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【ＦＩ】
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【手続補正書】
【提出日】令和3年9月10日(2021.9.10)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　低吸液性印刷媒体へのインクジェット印刷用水系インクであって、
　顔料、ポリマー分散剤、水溶性有機溶媒、及び水を含有し、
　該水溶性有機溶媒中に、両末端に水酸基を有する炭素数４以上６以下のアルカンジオー
ル、ジプロピレングリコール、及び２－ピロリドンから選ばれる１種以上の有機溶媒を９
０質量％以上９８質量％以下含む、インクジェット印刷用水系インク。
【請求項２】
　両末端に水酸基を有する炭素数４以上６以下のアルカンジオールが、１，４－ブタンジ
オール、１，５－ペンタンジオール、及び１，６－ヘキサンジオールから選ばれる１種以
上である、請求項１に記載のインクジェット記録用水系インク。
【請求項３】
　顔料が、顔料を含有するポリマー粒子の形態である、請求項１又は２に記載のインクジ
ェット印刷用水系インク。
【請求項４】
　顔料を含有するポリマー粒子の平均粒径が４０ｎｍ以上２００ｎｍ以下である、請求項
３に記載のインクジェット記録用水系インク。
【請求項５】
　顔料を含有するポリマー粒子を構成するポリマーが、イオン性モノマー（ａ－１）と、
疎水性モノマー（ａ－２）とを含む原料モノマー（ａ）を共重合させてなるビニル系樹脂
である、請求項３又は４に記載のインクジェット記録用水系インク。
【請求項６】
　顔料を含有するポリマー粒子が、架橋剤で架橋されてなる、請求項３～５のいずれかに
記載のインクジェット印刷用水系インク。
【請求項７】
　架橋剤が、炭素数３以上８以下の炭化水素基を有する多価アルコールのポリグリシジル
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エーテル化合物である、請求項６に記載のインクジェット記録用水系インク。
【請求項８】
　更に、顔料を含有しないポリマー粒子Ｂを含有する、請求項１～７のいずれかに記載の
インクジェット記録用水系インク。
【請求項９】
　更に、アセチレングリコール系界面活性剤及びシリコーン系界面活性剤から選ばれる１
種以上の界面活性剤を含有する、請求項１～８のいずれかに記載のインクジェット記録用
水系インク。
【請求項１０】
　低吸液性印刷媒体がポリエチレンテレフタレート又はポリプロピレンである、請求項１
～９のいずれかに記載のインクジェット印刷用水系インク。
【請求項１１】
　軟包装印刷用である、請求項１～１０のいずれかに記載のインクジェット印刷用水系イ
ンク。
【請求項１２】
　請求項１～１１のいずれかに記載の水系インクのフルカラー印刷用インクセット。
【請求項１３】
　請求項１～１１のいずれかに記載の水系インクを用いて、低吸液性印刷媒体に印刷する
、インクジェット印刷方法。
【請求項１４】
　印刷面を７０℃以下の温度で加熱する、請求項１３に記載のインクジェット印刷方法。
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